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△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 7,000 6,400 1,350 6,000 ○ 12,000
3 14 10,000 10,000 590 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 10,100

16-18 11,000 10,700 931 10,000 ○ 柱目４寸取り 11,200
す 20- 16,500 11,000 1,452 6,000 ○ 中目 12,000

4 8-11 250 250 - 250 ○ 本＠ 250
12-13 7,000 7,000 406 7,000 ○ 母屋取り 8,800

14 8,000 8,000 624 8,000 ○ 桁目3.5寸 11,000
16-18 8,000 7,900 916 7,000 ▼ 桁目　4寸 9,700
20-22 13,000 10,900 1,918 7,000 ▼ 中目 11,300

ぎ 24-28 16,000 12,300 3,321 7,000 ▼ 中目 12,700
30-34 18,000 13,400 5,494 7,000 ○ 二番玉節少 13,300
36- 19,100 16,000 9,331 - ○ 根玉選木 19,800

6 16-18 15,500 15,500 2,254 15,500 ○ 通し柱 15,200
20-22 14,500 14,500 3,498 14,500 ○ 通し柱 14,300

2 20- 27,500 10,500 1,486 3,800 ○ 11,500
3 14 13,000 12,900 761 12,600 ○ 柱目3～3.5寸 15,900

ひ 16 18,000 17,300 1,505 16,700 ○ 柱目3.5～4寸 18,900
18-22 18,000 17,300 2,284 16,500 ○ 柱目４寸取り 18,400

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 292 - 230 ○ 本＠ 270
12-13 8,900 8,700 505 8,500 ○ 3寸取り 8,400

14 12,550 12,300 959 11,500 ○ 土台目3.5寸 14,000
の 16-18 16,000 14,600 1,694 14,400 ○ 土台目3.5～４寸 16,400

20-22 19,000 15,000 2,640 14,000 ○ 中目縁甲取り 18,200
24-28 19,000 18,600 5,022 14,000 ○ 中目 21,400
30-34 25,000 22,000 9,020 12,000 ○ 二番玉節少 25,100
30- 53,200 35,000 - - ○ 根玉選木 44,500

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 -
16-18 30,000 29,200 5,665 20,000 ○ 通し柱　４寸 29,500
20-22 28,000 24,400 7,076 20,000 ○ 通し柱　 28,300

7 16-18 - - - - - -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

8月5日8月5日8月5日8月5日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 3台3台3台3台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 927 927 100.0%
ヒノキ 914 914 100.0%
その他 63 63 100.0%

計 1,904 1,904 100.0%
《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》

　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

次回の『つち』　8月22日（土）～8月28日（金）次回の『つち』　8月22日（土）～8月28日（金）次回の『つち』　8月22日（土）～8月28日（金）次回の『つち』　8月22日（土）～8月28日（金）

平成27年8月6日

落　　　札　　　価　　　格

《買い方の生産意欲が・・・》《買い方の生産意欲が・・・》《買い方の生産意欲が・・・》《買い方の生産意欲が・・・》
盆休み前の入札会であったことで、虫害・干割れ等
の懸念もあり、買い方である製材工場で仕入れを
控える傾向が見られた。製材品を作っても売りにく
い現状があり致し方ない状況だろう。
前回市と同様にかろうじて底値を維持しているが、
ここにきてスギ中目材が弱含んでいることが非常に
気になるところでもある。西日本ではヒノキ原木価
格が上昇したとの情報もあるが、これも製品の在庫
処分が終わり需要が回復してきたことではなく、どう
やら原木の品不足からの一時だけの高騰ではない
かとの声も聞かれる。現状打破の時期はまだもう少
し先のようである。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/


